
 9月上旬からうみてらす名立に設置されている風車の解体撤去工事が始まっています。 

 この風車は 2003 年（平成 15 年）

12月に運転開始されましたが、 

落雷被害などで故障を繰り返した

ほか耐用年数を迎え 2019年（平成

31 年）3 月から運転を停止していま

した。 

 運転開始から 20年、私たちの 

日常生活の風景の一部であった 

風車が見られなくなってしまうのは寂しい思いです。 

 そうした意味からすれば 2023 夏まつりが最後の“晴れ舞台”になったのかもしれないですね。 

□“2023夏まつり”を振り返る 
昨年の 2022 夏まつりは雨のため前夜祭にも本まつりにもいろいろ影響が出ましたが、今年の 2023 夏

まつりはおおむね予定どおりに実施できました。 

2023 夏まつりに関わっていただいたすべ

てのみなさんに厚くお礼を申し上げますとと

もに、猛暑の中にもかかわらず参加していた

だいた地域のみなさんにも深く感謝申し上げ

ます。 

昨年、3 年ぶりに開催した“名立まつり”は

コロナ対策と猛暑対策を講じながら、これま

でとは違った形の“夏まつり”として、4 地区ご

との特色や歴史、文化、伝統などを活かした

地域独自のお祭り（前夜祭）で地域をつなぐ

とともに、夏まつり全体のフィナーレとして本

まつりと海上花火大会を実施しました。 

 

この新しいスタイルの夏まつりが地域のみなさんにどのように

受け入れられるか…についてはもう一年同じスタイルで実施して

から検討していただきたいと、2023 夏まつり実行委員会でご了承

をいただき実施したものです。 

ところが今年の猛暑です。 

夏まつりはいずれも屋外のイベントであるからには天候の影響

は避けられない事由ですが、とりわけ猛暑対策は日程や内容など

“夏まつり”のあり方自体に関わる大きな問題であり、今後関係者

のみなさんとしっかり検討していきたいと考えています。 
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□4地区個性豊かな前夜祭  
今年の前夜祭も 4 地区で各地区振興協議会が主体となって様々な趣向を凝らして実施していただきま

した。なお、各会場の参加者数は各地区振興協議会また 2023 夏まつり実行委員会事務局調べによるも

のです。 

《下名立地区》8 月 12 日（土）17:30～宝田小学校駐車場及び体育館（参加者約 200 人） 

  前夜祭のトップバッターは下名立地区でした。 

  昨年は雨の影響がありましたが、今年はお天気に恵まれ、縁日用ゲームやキッチンカーなどの催し物

のほか、今年のテーマとして掲げた“夢と希望と感謝の祭灯”である「将来の夢や希望、家族、恩

師等への感謝の気持ちや今思うことなどを描いた手作り提灯」が体育館の中に所狭しと飾られ、幻

想的に灯っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、今年から新たな取り組みとして実施した“4 地区前夜祭スタンプ

ラリー”の最初の会場になりましたが、スタンプ用紙をお持ちになった参

加者は約 100 人で、さて、最終的には何人になったのかな？ 

《北部地区》8月 14 日（月）16：00～名立地区公民館駐車場 

（参加者約 250 人） 

 北部地区も昨年の雨から一転の暑さの中でしたが、こどもひろばには 

想定以上の参加者があり、用意していた引換券が足らなくなるほどのに

ぎわいで、輪投げ、射的、綿あめなどに楽しく興じていました。 

18：00からの盆踊りではやぐらを中心に、こどもから大人までの輪が広がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《上名立地区》8 月 15 日（火）18:00～折平農村公園（参加者約 150 人） 

 折平盆まつり実行委員会のご協力をいただきながら開催したた

め、 

昨年のろばた館駐車場から会場を折平農村公園に変更して実施

されました。 

 あいにく風が少し強かったですが、川原に場所を移してちびっこ

花火大会を実施したほか、ちびっこに大人気の射的や綿あめ、ビ

ンゴゲーム、カラオケ大会、そして盆踊りも行うことができました。 



 

 

 

 

 

 

《不動地区ふるさと夏まつり》8 月 15 日（火）16日（水）不動地区一帯 

（2日間で参加者約 300 人） 

2023 夏まつり 4地区前夜祭の最後は今年も「第 32 回不動地区ふるさと夏まつり」です。 

15 日午前中の川あそびでは水着着用の完全装備の参加者もいて、ニジマスやハヤなどがいそうな岩

の隙間に全身ずぶ濡れになりながら“獲物”を追いかけていました。夜のちびっこ花火大会は強風のため

残念ながら中止となりましたが、盆踊りには大勢のみなさんが参加されました。 

16 日夜の向山大花火大会では前日の強風もおさまり、多くのみなさんが涼やかな不動の夜に打ち上

げられる花火を楽しまれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

□2023 夏まつり本まつり～海上花火大会  
8月 12日から始まった 2023 夏まつりも最終日を迎えました。 

前夜祭はおおむね夕方以降の開催でしたのでひときわこの日の暑さがスタッフや

ご来場のみなさんにも厳しかったのではないかと思います。 

《本まつり・ちびっこ広場～夕陽イベント》8月 19日（土）15:00～うみてらす名立芝生広場ほか 

                                             （参加者約 400 人） 

 ちびっこ広場は“暑サニモ負ケズ”どのブースにも多くのちびっこであふれていました。 

 夕陽イベントは昨年より 30分早く 16:30 からのオープニングとしたため、まだ“お天道さんが高かった”こ

ともあり暑さ対策の面から、また夕陽イベントの進行が当初プログラムから早まったことなど出演者や観

客、スタッフのみなさんにはご迷惑をおかけしました。こうした反省点を踏まえ、来年以降の運営に反映し

ていきたいと考えています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《海上花火大会》8 月 19日（土）20:00～名立漁港西埠頭（参加者約 700人） 

昨年は日中の大雨で打上げが心配された花火大会でしたが、この夜は“打上げ日和！” 

多くの事業所や団体、また地域のみなさんからご協賛いただき、合計 

40プログラム 218発の花火を打ち上げることができました。 

厚くお礼申し上げます。 

 なお、今年は新たな観覧場所として名立漁港内の県有地をお借りする

ことができ、大勢のみなさんがゆったりと花火見物を楽しまれていまし

た。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

こうしてちょうど 1 週間にわたり約 2,000 人の参加者でにぎわった 2023

夏まつりでしたが、今年は前夜祭スタンプラリー（最終的に 4 地区すべてのス

タンプラリーに参加された人は 34 人でした

が、抽選で 23 人に“素敵な”プレゼントをお届

けしました）のほか、名立商工会と社協名立

支所からご協力をいただき、フランクフルトや

生ビール、大判焼きなどの出店（右写真）も 4

年ぶりに実施するなど、新しい取り組みも行っ

てみました。 

その反面、より徹底した猛暑対策や柔軟な運営方法など、来年以降に向け

ての検討課題も明らかになりました。 

ともあれ、新しいスタイルでの夏まつりを 2年間開催しましたが、みなさんいかがでしたでしょうか？ 

来年以降の夏まつりについては、ふるさと名立・夏まつりが名立に暮らす私たち、そして名立に帰ってく

る人たち、名立を訪れる人たちにとって名立を感じられる夏まつりとなるよう、みなさんと一緒に考えてい

きたいと思いますので、今後もご協力をよろしくお願いします。 
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